











































































































































































































ステスとして働く。1980 年代後半から 90 年代にかけて大規模に流入し、現在では後述する政策的変化
もあり人数は激減した。だが来日中に日本人男性と結婚し、子どもをもうけてそのまま定住しているケー











状況が一変したのは、2004 年に米国務省が第 4 回人身売買報告書を発表してからである。この報告
書において日本は「監視対象国」とされたことをマスコミが大きく取り上げた。同年に日本政府は「人
身売買取引対策行動計画」を発表し、興行ビザの要件を厳格化した。その結果フィリピン人の興行ビザ
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